
　　

１．学　年　　　第５学年

２．題材名　　　どのように生活しているかな

　　　　　「家族の生活を見つめてみよう」　　（開隆堂　５,６年）

３．題材について

　　自分の生活を振り返るとともに，家庭や家族の仕事への関心を高め，望ましい家庭生活の在

　り方を考える。

　

４．題材の主たる目標

・ 家庭には自分や家族の生活を支える仕事があることが分かる。

・ 家族の一員として自分の分担する仕事を工夫して行うようにする。

【普遍的視点】

　　役割の自覚と自己責任

・家族の一員として役割を自覚し，仕事を分担し，協力していこうとする態度を育てる。

５．評価規準

生活への関心・意欲・態度 生活を創意工夫する能力 生活の技能
家庭生活についての知識・

理解

　自分が家族の一員で

あることを自覚し，意欲

的に家庭生活を送ろう

としている。

　家族の一員として，身

に付けた知識や技能を生

かして，自分なりに工夫

して生活しようとしてい

る。

　日常生活に必要な基礎

的な技能を身に付け，自

分の身の回りの生活に活

用できる。

　家庭生活を構成してい

る要素を知る。

　家庭生活が家族によっ

て成り立っていることに

ついて理解する。

６． 指導と評価の計画（全５時間）

評　　　　　　　価
次 学習内容（時数）

関 創 技 知 評価規準 評価方法

１

１日の生活を振り

返ってみよう。

       （１時間）

◎ ○

　自分が家族の一員である

ことを実感するとともに，家

族の願いを実現するために

仕事があることが分かる。

ノート

発言

２
簡単な仕事をして

みよう。　（１時間）
◎ ○

　自分の分担する仕事を決

め，責任をもって継続的に実

行しようとする。

ノート

３

家族の生活を振り

返ってみよう。

　　　（３時間）

（本時２時間目）

◎ ○

　生活には様々な仕事があ

り，家族が互いに分担してい

ることが分かる。

ワークシー

ト

７． 本時のねらい

　・家族のしている仕事に関心を持つ。

　・一人ひとりが役割をもち，責任を果たすことにより，家庭生活が成り立っていることに気付く。

　・家族の一員として，自分が責任をもってできる仕事を見付け，やりきろうとする意欲を持つ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【役割の自覚と自己責任】

授業展開例（家庭）



８． 展開

段

階
主な学習内容 主な発問と反応 指導上の支援・留意点 評価規準 評価方法

導

入

○具体的な仕事

　について振り

　返る。

○１学期に見付け

　た家庭にある仕

　事について思い

　出してみよう。

○事前に児童が調べ学習した内

　容をもとに確認するが，あま

　り時間をとらない。

○どの家庭にもある共通した仕

　事とそうでない仕事のどちら

　についても考えていく。

展

開

○個人個人が生

　活を見つめら

　れるよう丁寧

　に考えてい

　く。

○個々に意見を

　持ち，意見を

　出し合う。

○アンケートに

　書かれている

　家族の感想を

　聞く。

○誰がどんな仕事

　を担当している

　のか考えてみよ

　う。

○わかることにつ

　いて意見，感想

　を出し合おう。

（例）

・お父さんやおじ

　いちゃんは外の

　仕事が多い。

・お母さんやおば

　あちゃんは内の

　仕事が多い。

・ぼくやわたした

　ちは仕事という

　よりお手伝いが

　多い。

・犬の散歩は仕事

　かなあ。

・外の仕事は危険

　がある。

・ご飯，洗濯など

　家事は一日中ず

　っとこまごまあ

　る。

○家族の考えや思

　いを知ろう。

○表面的に見て，仕事の内容の

　「よい」「悪い」を判断しない

　ようにする。

○それぞれの家庭事情があり，

　どの感想も否定しない。

　　　　　　　　

○事前に調査したアンケートの

　結果を活用する。パワーポイ

　ントを利用する。

○家庭には様々な仕事があり

　役割を分担する必要があるこ

　とに気付かせる。

　　【役割の自覚と自己責任】

○家庭の仕事を担当しているそ

　れぞれの家族の考えや思いを

　知る。

○自分にできることを見付ける

　よう促す。

　　　　　　　　【自己責任】

　家族の仕事

内容が分かる。

　家庭での自

分の役割に気

付く。

　家族の考え

や思いが分か

る。

　自分の仕事

を決めること

ができる。

発表

ノート

発言

発表

つぶやき



ま

と

め

○家族の役割に

　ついて自分な

　りの感想をも

　ち，発表する。

○望ましい役割分

　担について考え，

　自分の意見を持

　ち，意見を出し合

　おう。

・お互いに感謝し

　よう。

・進んで仕事を見

　付けよう。

・お互い協力しよ

　う。

○各家庭の条件がそれぞれ異な

　ることに留意し，各家庭のあ

　り方を批判しない，させない。

○家族への感謝の気持ちを持

ち，家庭の仕事を分担，協力し

ようとする。

【役割の自覚と自己責任】

　感謝の気持

ちを持ち，進ん

で仕事を見付

けようとする。

ノート

発言

９．評価

　・自分の家庭生活を見つめ，望ましい役割分担について考え，自分にできることをしていこうと

　　する意欲を持てたか。【役割の自覚と自己責任】




